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4月9日に来H中の南アフリカ副大統領タボ・ 
ムベキ氏が国連大学で講演を行い、 当会から 
は野田千香子、 浅見克則、                  、久我祐 
子の4人が出席した。 「アフリカン・ルネッ
サンス」という題のその講演内容は、 南アフ
リカだけでなくアフリカ大陸諸国全体の再生
を唱ったものだった。 従来の西側への依存体
制から脱却し、貧困、飢餓、 累積債務、 内部閾
争などいまだ多くの問題を抱えるアフリカ大 
陸を自らの手で再生していき、 同時にアフリ
カの伝統や文化を再認識ていこうという前向
きな力強い内容だった。 ムベキ氏の講演のあ
と、 NGO関係者はムベキ夫人を囲んでの短い

お茶会をした。lH黒人居住区ソエトの貧困地
城で育ったというムベキ夫人は、 長年NGO活
動に身を投じてきた方で、 副大統領夫人にな
った今でも精力的に活動を続けておられる．
そんな夫人は、 来日中に是非南アに携わるH
本のNGO関係者と会いたかったそうだ。
各NGOの自己紹介がひととおり終わると、 熱
心に聞いていたムベキ夫人は、 南アにおける
NGO活動の重要性や問題点を次のように話し
てくれた。

• 南アでは都会と地方の格差が著しい。 対
外的には、 例えば他のアフリカ諸国に対して
積極的に投資を行っている南ア経済だが、

国内の遠隔地への投資は滞っており、 地方の
開発は非常に遅れている。 そのような地域で
のNGOの役割は今後も非常に大きい。
• 海外からの援助機関やNGOが南アでプロジ
ェクトをしていく上で注意すぺき点は、 自分

たちがそこを引き上げた後も、ブロジェクト
が継続していくようにプロジェクトを地元に
根付かせることだ。 それには、 地元の住民や
NGOを積極的に参加させ、 プロジェクトを運

行していく能力を育てていく必要がある。 国
際NGOが去った後、 プロジェクトが停止し、
地元にはなにも残らないというケ ー スがしば
しばある。
・ 地元のニーズは地元の住民やNGOが一番よ

く知っている。しかし、南アのNGO と国際NGOが
協力していく場合国際NGOの発言の方が強い
場合がよくある。南アのNGOは、 海外のNGOか
らのブロジェクトの提案を鵜呑みにするので
はなく、自分たちが必要としているプロジェ
クトを進めていくべきだ。逆に海外のNGOは、
地元のニーズにもっと耳を傾けるべきだ。
・ 今後の南アの健全な発展に一番大切なの

は人的資源なので、国民の教育レベルを上げ
ることは急務である。日本のNGOのなかに、英
語や移動図書館車を送るなど、教育に関するN
GOがいくつかあることを知りとても嬉しく思
う。

どちらかというと小柄なムベキ夫人は、 大き
なジェスチャ ー もなく終始落ち着いて淡々と
しかし力強く語ってくれた。 経験に裏付けら
れた基礎のしっかりした人、 そんな印象を持
たせる安定感のあるすてきな方だった。
●ムベキ副大統領は来年の総選挙後マンデラ
氏の後を継いで大統領に就任が確実視されて
いる。
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